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はじめに

渋谷プロジェクトについて



Q、何をするプロジェクトなのか

A、首都直下地震等の大規模地震
が起きた際に様々なリスクを孕んで
いる、渋谷駅周辺(センター街等)の
防災対策・事前復興を検討するプロ
ジェクト。



Q、様々なリスクとは？

A、渋谷で起こることは何か？
消防車・救急車が来ない、雑居ビル火災
整理する機動隊が居ない、大群衆
・雑居ビル火災の多発
・人の集中による将棋倒しの発生
・落下物による怪我
・渋谷駅周辺には公的支援が行われない



これまでの活動

2013年から2015年まで



2013年夏学期　工学院大学・遠藤研究室との合同スタジオ
「生き延びる渋谷」

・学部４年のオムニバス演習で、事前復興的に渋谷の防災性を高める提案を行った。

東大チーム成果物（左）と工学院チーム成果物（右）



2014年4月 渋谷プロジェクト発足

・オムニバス演習を発展するかたちで渋谷プロジェクトが発足。
・テーマは「超絶繁華街の災害に対するSpatial Planningを考える」



活動1: インタビュー調査で実態を把握する

・2014年度は実際に都心部での防災対策に取り組んでいる方々へのインタビュー調査を
6回実施した。
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活動2: 超絶繁華街の空間調査を実施する。

・日常と非日常を繋ぐことが防災の論点の一つであり、その視点から渋谷の超絶繁華街
の空間資源を洗い出す。「防災インフラ」の概念の構築を目指す。

渋谷駅周辺に存在するコンビニをプロット
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防災インフラ 日常的に使用していて、非常
時の避難等にも役立つもの

例えば、コンビニ、待合せ場所、街路、駐車場、、、



活動3: 防災対応を支えるシステムを探る。

・特に帰宅困難者対策に焦点を当て、どのような制度やマネジメントが有効であるのかを
探る。

ターミナル駅周辺での防災マネジメントの整理
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活動4: リスクを排除した新たな都市像の空間提案

・2015年度建築学会コンペに出場





問題１：
再開発により駅への回帰が行われ、駅周辺への人の集中が発生

問題２：
ヒカリエ・マークシティが地形をわかりにくくしている

問題３：
人数に対する歩行者空間の少なさ

問題４：
代々木公園等の大規模オープンスペースへのアクセスの悪さ

渋谷らしさを失わずに安全性を担保する











2016年度の予定

復興デザイン・スタジオへの展開



現時点ではプロジェクトの活動は予定しておりません。

同等の内容を大学院生向け授業
「復興デザイン・スタジオ
　　首都直下の復興デザイン」
という
夏学期月曜3-5限の演習授業で扱います

興味がある方は受講してください

初回授業は4月18日です



復興デザイン・スタジオとは
・都市工・建築・社基の３専攻の学生を対象にしたもの
・昨年度、都市工ではデザイン３研究室以外の学生も受講
・似ているようで違う分野の学生と議論し構築する

今年度成果物イメージ（※参加する学生に興味関心により変わります）

１）広域主体（国、東京都）の対応
２）自治体の対応と大学等外部プラットフォームとの連携
３）地域に根付いた共同体の対応と空間計画



＜今年度の活動について：再掲＞

渋谷プロジェクトと同等の内容を
大学院授業　月曜3-5限　13:00-18:00「復興デザイン・スタジオ　首都直
下の復興デザイン」で行いますので、興味のある方は受講してください。

プロジェクト・授業なんでも構いませんので、何かありましたら、
教授　窪田：ak@td.t.u-tokyo.ac.jp
M２　澁谷：t.shibuya@td.t.u-tokyo.ac.jp
までご連絡ください！

大都市の防災、そして事前復興は、非常に厳しい状況で、
ねばり強く考え続けることが求められます。

mailto:ak@td.t.u-tokyo.ac.jp
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